
CONCEPT
都会の一等地に私たちが入り込む余地はなく、建築を建てることなんて不可能である。そんな都市空間を支配する不動産業やディベロッパーに対して、小さな個人が都市に介入できる
社会システムを提案する。そこで一般的な不動産から取りこぼされた都市計画のバグを余白不動産として独自に扱い、法規的な届出不要で（所有者と個人の取引のみで）
建築可能な物件にしていく計画を考えた。　

届出不要な建築物・工作
物を収集した。自治体に
よって高さ制限に違いな
どがあるが、名古屋市の
を参考に表記している。
個人での建築が行い易い
ように空間化のコツを図
の下部にレシピとしてま
とめている。

本提案は PHASE 01 での余白の分類を元に、PHASE 02 で法規的な対策を練る。そして建築の基本構成を決定したのち
に、PHASE 03 のセルフビルドによって外部を内部化し、スラブを足すことで空間を作る。また＋αとして余白が、日
本の都市空間を体感する絶好の場所と捉えた。換気扇やダクトなど、余白不動産ならではの都市のエレメントを収集し、
不動産化する途中で漂白された敷地固有の魅力回復に努めた。

余白を７つに分類し、評価・
設計の対策を行えるように
した。

敷地に適した法規から基本構
成を決める。届出不要な工作
物・建築物で設計し、その土
地の所有者の許可のみで建築
を行えるようにした。

この例では、線路
沿いなので駅舎と
して構築する。駅
舎は建築基準法が
適用されない。

この例では、高架水槽を用い
て茶室を作った。また高架水
槽は、８mまでは届出不要。

この例では、イン
フラが交差して出
来るヘタ地。

PHASE02 の骨格に窓や
スラブをセルフビルドで
作る事で空間化していく。
固有性からもデザイン
コードが反映され、空間
にリズムをつけている。

不動産化によって
漂白された各敷地
の魅力を、付加価
値として取り入れ
る。PHASE02,03
の計画にもフィー
ドバックされるよ
うにした。
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余白を体験できる茶室兼宿泊施設を名古屋でい
くつか設計し、余白不動産を広めるための広告
塔とした。２枚目のシートでは、その１つのイ
ンフラデルタの例（赤枠）を紹介する。
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表１. 余白の生じ方の幾何学的分類
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・FLOW　敷地の不動産化と建築工程　 ・SITE 敷地選定（名古屋市内  建蔽率 80％以上、容積率 400%〜1300％）

換気扇やダクト、配管、ビ
ルの側面など都市の裏側を
集めた。余白不動産はその
ような場所に多く存在し、
その魅力を不動産価値の中
に内包できないか試みた。
またこれらの風景を窓で切
り取ったり、日本庭園のよ
うに動線で都市のシーンを
楽しめる設計を行った。

+α　固有性の回復　

PHASE 01　余白の不動産化・分類

PHASE 02　法律の抜け穴（届出不要な建築・工作物）

ビルの側面

ビルの屋上 ビルの屋上 街中１ 街中１ インフラ 街中 2 街中３ビルの側面

ビルの側面 ビルの側面 ビルの屋上 街中１ ビルの隙間 インフラ 街中 2 聖ナルもの

ビルの側面 ビルの屋上 街中１ ビルの隙間 インフラ 街中 2 聖ナルもの

高架水槽

ビルの屋上

換気扇・チラー 鉄骨 標識 電柱 往来 道端 井戸端会議非常階段

配管 室外機 裏側 自動販売機 パーキング 高架下 車止め お地蔵さん

工事現場 窓 キュービクル 柵 ビルのスキマ２ 電車 暗渠蓋 祠

アサガオ 高架水槽 看板 ビルのスキマ１ 交差 ヘンテコな建築 記念碑
ビルの側面 ビルの屋上 街中１ ビルの隙間 インフラ 街中 2 聖ナルもの

③交差

余白不動産
ー都市計画のバグを利用した不動産の解体ー

流れという視点で余白を分析して行く。

①回避：何か取り除けない物体があった場合、風洞実験のように流体がそれを避ける。
その時に生まれる流れのない丸みを帯びた場所が余白となる。ex. 古墳、地蔵 . この時、
道路だけでなく、住宅なども避ける動きをとる。長い目で見れば建築も流動するものと
捉えることができる。
②見えない流れ：人の流れや水の流れ、物流、どれもスムーズに流れるように障害物は
取り除かれる。そうすると自然と流れのある場所にはモノが無くなる。この流れが廃止
または移行された時、その場所は何もない余白となる。ex. 暗渠
③交差：流れるもの同士が接触した場合、不整形な敷地が生まれ、ものが置きにくい無
用地となりやすい。ex. インフラデルタ
④上部：流れるもの上下は空ている場合がほとんどである。道路の下に地下鉄を作った
り、高架下にデパートや商店街を作ったり、既に色々と活用されている。ex. 高架下
⑤下部：ビル街では、昔の低層建築や一時的な駐車場などの上空が空いている。
ex. 駐車場、町屋、旗竿寺、コンビニ、ガソリンスタンドの上
⑤間：流れの衝突を防ぐために、干渉スペースが必ず生まれる。ex. ビルの隙間
活用例は、隙間に合わせた細い建築が多く、旗竿状の敷地はその形を建物に踏襲してい
る。
⑥包囲：消費社会の流れを活発化させる為に生まれた中身のない無用地。ex. 看板の裏

PHASE 01 余白の不動産化・分類

敷地分析

PHASE 02 法律の抜け穴・対策

基本構成の設計　

PHASE 03 セルフビルド

内部化・空間化　

+α 固有性の回復

対策 対策 反映

フィードバック

駅舎

建築基準法が適用されない

増築 基礎なし

電柱 足場 擁壁

高さ方向の増築 煙突 自家用看板 鉄塔RC 柱、鉄柱、木柱

物見櫓 鳥居 聖ナルもの領空

１０m＾２未満は届出不要 移動可能であること

一定の範囲で届出不要 10m 未満又は 60 日
未満なら届出不要 2m 未満は届出不要

15m 未満は届出不要 6m 未満は
届出不要

香港や台湾などの
自由なペントハウスがお手本。
現法規を変え、自由な建築空間を
立ち上げるべき。

駅舎
建
築
基
準
法
が
適
用
さ
れ
な
い

改札をでなければ、基本自由。
鉄道会社が責任を持って建てる。
JR 不動産など線路沿いに街を築けるかも…

建蔽率を超えなければ、何回でも 10 平米未満なら
増築可能。数段階のフェーズが生まれ、建築に時間性を
取り込むことができる。看板裏と組み合わせが良い。

×n 回

川に置いて漂流させるのもよし、
土を盛ってゆるく固定するのもよし。
車や電車で移動可能であれば、工作物でもなくなる。

電柱は路上にあるもので、道路を占有している。
それを建築に取り込んだら、内部がまるで外部化する。

ビルの壁面に寄生して、昼は工事現場、
夜は居酒屋として営業するのも面白い。

屋根なし
壁などもフィックス取り外し可能

壁なども取り外し可能であることが好ましい。
その届出不要の境界は曖昧であるので、
新しい建築の領域を持ってい

擁壁を建てて、ベンチにしたり机・カウンター
として再解釈する。

既存含めて地面から１５m 未満の増築は可能。
ペンとハウスなどを建てられる。鉄塔だけを数本たて、ダンテウムのような空間を

都市に作っても悪くはない。
その間にセルフビルドで建築可能。

その煙突は記念碑、空間の起点となる。
釜などと一緒に設計すれば、工房や飲食店など
人々の集まる場所となる。

壁として再解釈できる。
サインはその建築の魅力にも
繋がる。

空間の基本骨格になる。
表面をセルフビルドで覆えば
建築化可能。

記念碑、展望台、階段室と再解釈できる。
下の足場の部分もセルフビルドで覆えば、
建築化可能。ベンチなども備え付け可。

記念碑や神聖な入り口として
建造可能。鳥居の周りをセルフビルドで
ヴォリュームを加えることで、
茶室や物見櫓の機能を加えることができる。

宗教的な物体は、敷地を飛び越えても
しょうがないというようなグレーゾーンを
その構造に湛えている。
建築や境界線の可能性を広げてくれる。

景観法に適用されない 　
　
未
満
は
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要

15m 未満は届出不要

8m 未満は届出不要

屋内自販機

壁と再解釈できる。
上に物も置ける。
冷えた飲み物が出てくる冷蔵庫とも
捉えることができる。

届出不要
15m 未満は届出不要 曖昧な敷地境界をもつ
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看板
４m 未満は届出不要

看板の裏側は、ジャングルジムのように
入り組み、かつ誰にも見られない秘密基地。
骨格を利用して建具をセルフビルドすれば
内部空間化できる。

４
m

高架水槽
8m 未満は届出不要

高架水槽は、屋上に高くたてられる稀な工作物。
一度建てて、貯水部分を内部化し、
屋上の茶室として解釈するのはどうだろう。
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既存 階段室 全体ストラクチャー 茶室・１F 壁 建具・スラブ

敷地は、暗渠を潰してでき
た地下鉄と JRと高速道路
に挟まれた細長三角形の敷
地。バグ（余白）の生成分
析は、

壁：10平米
の増築
飲食店にまず
壁をたて増築
を行う。既存
の看板との間
に細い三角形
の空間を内部
化し、仮眠室
を作った。

又、敷地の所有が飲食店と
JRに別れており、それを
元にそれぞれの法律の抜け
穴を使い計画を行う。

敷地からは、JRのブリッ
ジと高速道路が交差してい
るのが見える。又、JRの
柱脚が敷地内部に侵入して
いる。

駅舎→骨格
次に JR側に駅舎を建てる。
この駅舎の一階部分をストラ
クチャーのみとし、今後セル
フビルド出来る余地を残して
おく。駅舎は、鉄道の職員が
作業として使えるようになっ
ており、同時にテラスにも再
解釈可能な計画にした。

物見櫓→階段室
物見櫓をたて、階段室兼休憩ス
ペースとして設計した。又、道
路の往来と隣家の裏のスペース、
飲食店の窓のシーンを順に追う
ようになっている。

高架水槽→茶室
高架水槽を屋根の上に設置
した。これに開口をつけ、
茶室に変身させた。JRのブ
リッジと高速道路を眺めな
がら休憩できるスペース。

f. セルフビルドで駅舎の構
造にスラブをはめ、看板と
の隙間に建具を取り付けて
ゆく。

看板→壁
看板を駅舎の下にたてた。
これを壁として再解釈し、
その継ぎ目の部分にセルフ
ビルドで建具をつけること
で内部化し、余白不動産事
務所と宿泊施設を作った。
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・FLOW　敷地の分類評価と建築工程　例
PHASE 01 余白の不動産化・分類

敷地分析

PHASE 02 法律の抜け穴・対策

基本構成の設計　

PHASE 03 固有性の回復

セルフビルド　
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建
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改札をでなければ、基本自由。
鉄道会社が責任を持って建てる。
JR 不動産など線路沿いに街を築けるかも…

屋根なし
壁などもフィックス取り外し可能

壁なども取り外し可能であることが好ましい。
その届出不要の境界は曖昧であるので、
新しい建築の領域を持ってい

屋内自販機

壁と再解釈できる。
上に物も置ける。
冷えた飲み物が出てくる冷蔵庫とも
捉えることができる。

届出不要

看板
４m 未満は届出不要

看板の裏側は、ジャングルジムのように
入り組み、かつ誰にも見られない秘密基地。
骨格を利用して建具をセルフビルドすれば
内部空間化できる。

４
m

高架水槽
8m 未満は届出不要

高架水槽は、屋上に高くたてられる稀な工作物。
一度建てて、貯水部分を内部化し、
屋上の茶室として解釈するのはどうだろう。

8
m

擁壁
2m 未満は届出不要

擁壁を建てて、ベンチにしたり机・カウンター
として再解釈する。

2
m物見櫓

記念碑、展望台、階段室と再解釈できる。
下の足場の部分もセルフビルドで覆えば、
建築化可能。ベンチなども備え付け可。

8m 未満は届出不要

8
m

増築
１０m＾２未満は届出不要

建蔽率を超えなければ、何回でも 10 平米未満なら
増築可能。数段階のフェーズが生まれ、建築に時間性を
取り込むことができる。看板裏と組み合わせが良い。
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